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は
じ
め
に

　
福
建
莆
田
に
位
置
す
る
木
蘭
陂
は
、
宋
代
の
創
設
か
ら
元
、
明
、

清
、
民
国
を
経
て
現
代
に
至
る
ま
で
、
一
貫
し
て
存
続
し
て
き
た
中

国
の
水
利
組
織
の
一
典
型
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
〉
1
〈
る
。
勿
論
そ
の
間

に
お
い
て
、
木
蘭
陂
を
基
幹
と
し
て
、
圳
溝
（
水
路
）
の
拡
延
伸
長

に
と
も
な
っ
て
、
灌
漑
面
積
（
地
域
）
が
南
洋
か
ら
北
洋
へ
と
拡
大

す
る
と
と
も
に
、
管
理
機
構
の
規
模
や
性
格
も
歴
史
的
に
変
転
し
て

き
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
木
蘭
陂
に
つ
い
て
は
か
つ
て
、
莆
田
地
域
（
南
洋
・

北
洋
）
全
体
の
水
利
体
系
の
一
環
と
し
て
拙
稿
で
言
及
し
た
こ
と
が

あ
〉
2
〈

る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
好
並
隆
司
氏
か
ら
特
に
「
陂
田
」
を
め
ぐ
っ

て
、
そ
の
解
釈
に
批
判
が
提
出
さ
〉
3
〈

れ
、
前
田
勝
太
郎
氏
か
ら
は
、
明

代
以
降
の
管
理
機
構
に
つ
い
て
補
遺
的
な
論
考
が
発
表
さ
〉
4
〈

れ
、
再
考

す
べ
き
点
が
少
な
く
な
い
こ
と
に
気
付
い
た
次
第
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
両
氏
の
指
摘
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
本
稿
で
は
木
蘭
陂
に

限
定
し
て
、
若
干
の
新
た
な
史
料
と
新
た
な
観
点
を
補
充
し
、
再
検

討
を
加
え
る
こ
と
に
し
た
い
。
た
だ
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
、
木
蘭

陂
は
宋
代
か
ら
現
代
に
至
る
長
期
的
な
存
続
過
程
に
お
い
て
、
管
理

機
構
に
歴
史
的
変
化
が
見
ら
れ
る
の
〉
5
〈

で
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
と
特

徴
を
明
確
に
す
る
た
め
、
こ
こ
で
は
創
設
期
の
宋
代
を
中
心
に
、
管

理
機
構
の
形
成
と
そ
の
特
徴
と
同
時
に
、
創
設
者
の
李
宏
を
祀
る
協

応
廟
と
、
公
権
力
と
の
関
係
を
主
題
と
し
て
考
察
す
る
こ
と
が
目
的

で
あ
る
。
な
お
、
部
分
的
に
は
旧
稿
と
重
複
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
こ

と
を
、
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。
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一
　
木
蘭
陂
の
創
設

　
福
建
地
方
の
水
利
開
発
に
つ
い
て
は
、
既
に
唐
代
中
期
か
ら
宋
代

に
か
け
て
、
急
速
に
進
展
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
〉
6
〈
る
。
開
発
の

基
礎
的
条
件
と
し
て
は
、
当
地
の
人
口
の
増
加
に
と
も
な
う
土
地
利

用
の
拡
大
を
可
能
に
す
る
、
水
利
灌
漑
の
発
展
が
不
可
欠
で
あ
っ

た
。
そ
の
特
徴
を
「
河
川
の
多
く
は
、
渓
の
名
を
も
っ
て
呼
ば
れ
る

よ
う
に
、
急
流
に
し
て
短
直
な
の
が
特
色
で
あ
り
、
山
地
は
花
崗
岩

か
ら
な
る
禿
山
が
多
く
、
河
川
は
枯
渇
し
や
す
い
。
し
た
が
っ
て
、

平
常
か
ら
蓄
水
を
中
心
と
し
て
、
旱
魃
に
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
一
方
、
干
満
差
の
激
し
い
海
岸
河
口
で
は
、
隄
・
塘
の
防

波
堤
を
設
け
て
、
潮
汐
の
遡
流
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
流
れ
て
く
る
水

を
貯
え
て
付
近
の
田
畝
に
灌
漑
し
、
ま
た
奥
地
で
は
陂
・
湖
と
い
う

同
様
の
蓄
水
の
た
め
の
貯
水
池
が
発
達
し
〉
7
〈

た
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
福
建
地
方
の
水
利
に
つ
い
て
の
一
般
的
な
特
色
は
、
木

蘭
陂
の
莆
田
地
方
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
い
。
中
央
を
西
か
ら
東

へ
と
瀬
渓
が
通
じ
て
い
て
、
そ
れ
を
挟
ん
で
北
側
を
北
洋
、
南
側
を

南
洋
と
呼
ん
で
い
〉
8
〈

た
。
具
体
的
な
水
利
開
発
に
つ
い
て
、「
北
洋
は

郡
人
の
呉
興
が
、
唐
の
神
龍
年
間
（
七
〇
五
〜
七
〇
六
）
に
防
潮
堤

を
作
る
と
同
時
に
、
延
寿
陂
を
設
け
て
灌
漑
し
、
南
洋
で
も
唐
の
元

和
八
年
（
八
一
三
）
に
、
観
察
使
の
裴
次
元
が
紅
泉
に
堰
を
築
い
て

水
を
蓄
え
、
荒
地
を
開
墾
し
て
三
百
二
十
二
頃
を
開
い
〉
9
〈

た
」
と
い

う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
少
な
く
と
も
、
莆
田
地
域
に
お
い
て
も
水
利
開

発
の
先
鞭
が
、
八
世
紀
か
ら
九
世
紀
初
め
に
着
け
ら
れ
た
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
部
分
的
、
端
緒
的
な
開
発
に
止
ま
っ

て
お
り
、
本
格
的
な
施
設
の
構
築
に
は
程
遠
か
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を

得
な
い
。
特
に
南
洋
地
区
に
お
い
て
そ
の
感
が
強
い
。
す
な
わ
ち
、

「
郡
之
南
北
洋
、
自
隋
以
前
、
皆
草
莽
魚
鰲
之
区
、
及
唐
呉
興
、
裴

次
元
、
築
堤
障
海
、
始
墾
為
田
、
呉
之
築
陂
延
寿
、
以
漑
北
洋
、
而

南
洋
所
資
、
六
塘
瀦
積
有
限
、
旱
乾
無
救
、
水
利
開
発
、
功
猶
有

待
〉
10
〈
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
北
洋
に
比
し
て
、
南
洋
は
な
お
基
本
的
に

六
塘
（
六
か
所
の
た
め
池
）
に
依
存
し
て
い
た
が
、
そ
の
貯
水
能
力

に
限
界
が
あ
っ
た
た
め
、
旱
乾
期
に
は
対
応
で
き
ず
、
本
格
的
な
水

利
開
発
が
待
望
さ
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
「
莆
之
水
利
、
始
於
唐
盛
、

於
宋
大
備
」
と
い
う
通
り
、
宋
代
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
本
来
、
莆
田
県
は
、「
県
治
瀕
海
、
含
三
百
六
十
澗
之
水
、
鹹
淡

交
流
、
不
為
利
而
害
、
自
宋
嘉
祐
以
前
、
禾
苗
不
長
、
惟
蒲
生
焉
、

邑
乗
莆
田
、
名
県
之
所
由
来
〉
11
〈
也
」、
あ
る
い
は
「
莆
昔
渓
海
相
通
、

平
疇
斥
鹵
、
稲
苗
不
長
、
惟
蒲
生
焉
、
民
艱
食
也
、
…
…
宋
熙
甯
以

前
之
民
、
困
可
想
〉
12
〈

矣
」
と
あ
る
如
く
、
渓
流
と
海
水
が
混
合
す
る
、

禾
稲
の
生
育
し
な
い
斥
鹵
の
蒲
生
地
で
あ
っ
た
。
ま
さ
に
莆
田
の
県

名
の
由
来
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
当
地
の
本
格
的

な
水
利
開
発
に
は
海
流
の
浸
入
を
遮
断
す
る
防
潮
堤
と
と
も
に
、
渓

流
の
調
節
と
配
分
を
行
う
陂
堰
の
構
築
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
こ
れ
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ら
両
者
の
一
体
的
、
総
合
的
開
発
を
前
提
と
し
て
初
め
て
、
莆
田
平

野
の
農
業
生
産
地
と
し
て
の
実
現
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ

れ
が
実
現
し
た
の
は
北
宋
の
嘉
祐
、
熙
甯
年
間
、
つ
ま
り
、
一
一
世

紀
後
半
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
趨
勢
の
背
後

に
あ
っ
た
も
の
は
、
政
情
に
伴
う
人
口
重
心
の
南
方
移
動
に
あ
っ
た

こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。

　
さ
て
、
以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
な
当
地
の
水
利
の
根
本
的
な
課
題

の
解
決
を
促
進
し
た
の
は
、
次
の
よ
う
な
政
治
的
契
機
に
ほ
か
な
ら

な
か
っ
た
。「
水
利
興
、
然
皆
有
司
之
事
、
熙
甯
初
安
石
、
導
神
宗

興
利
、
始
詔
諸
路
、
勧
誘
修
陂
塘
圩
隄
議
、
功
旌
寵
長
者
、
起
民
間

有
時
、
木
蘭
是
詔
〉
13
〈
也
」
と
端
的
に
そ
の
事
実
を
指
摘
し
て
い
る
。
神

宗
に
重
用
さ
れ
た
新
法
派
の
王
安
石
は
、
多
岐
に
わ
た
る
新
法
政
策

を
実
施
し
た
が
、
そ
の
基
本
は
経
済
主
義
に
あ
り
、
農
業
生
産
力
の

発
展
と
国
家
の
富
強
に
あ
っ
た
。
特
に
農
業
発
展
の
鍵
は
水
利
に
あ

る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
彼
の
政
策
の
核
心
は
、
農
田
水
利
法

（
い
わ
ゆ
る
農
田
利
害
条
約
）
に
集
約
さ
れ
て
い
る
が
、
要
す
る
に

「
灌
漑
の
利
は
農
事
の
大
本
」
と
す
る
神
宗
の
意
志
の
下
に
お
け
る

積
極
的
な
民
間
活
力
の
利
用
と
推
進
、
そ
れ
に
対
す
る
官
府
の
支
援

と
奨
励
に
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
神
宗
帝
の
意
を
帯
し
た
王
安
石
の

農
田
水
利
法
の
施
行
に
よ
っ
て
、
全
国
的
な
水
利
建
設
は
急
速
に
盛

行
し
、
そ
の
成
果
は
極
め
て
顕
著
で
あ
っ
〉
14
〈
た
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
の
木
蘭
陂
の
場
合
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
見
て

い
く
こ
と
に
し
た
い
。
先
に
触
れ
た
よ
り
も
、
最
も
早
い
時
期
の
七

世
紀
＝
唐
代
貞
観
年
間
（
六
二
七
〜
六
四
九
）
に
は
、
莆
田
地
域
で

は
六
か
所
の
塘
池
（
た
め
池
）
が
開
鑿
さ
れ
、
渓
水
を
蓄
え
て
既
に

農
田
灌
漑
を
試
み
て
い
た
が
、
貯
水
量
が
少
な
く
、
そ
の
た
め
旱
天

に
耐
え
ら
れ
ず
、
抜
本
的
な
水
利
灌
漑
の
確
保
が
不
可
欠
で
あ
っ

た
。
そ
の
後
、
最
終
的
な
木
蘭
陂
の
完
成
は
、
北
宋
の
治
平
元
年

（
一
〇
六
四
）
か
ら
元
豊
元
年
（
一
〇
八
三
）
の
約
二
〇
年
間
に
、

二
回
の
開
発
工
事
の
失
敗
を
経
て
実
現
し
た
の
で
あ
〉
15
〈

る
。
す
な
わ

ち
、「
宋
治
平
初
、
長
楽
邑
銭
氏
女
捐
金
築
陂
、
将
軍
巌
前
、
重
成

随
敗
、
女
痛
憤
、
投
水
死
、
県
委
主
簿
、
黎
畛
相
視
亦
亡
、
継
有
同

邑
進
士
林
従
世
、
改
築
於
温
泉
口
亦
、
為
潮
衝
而
功
屢
不
成
、
歳
歉

日
甚
、
上
下
嗷
嗷
、
束
手
無
〉
16
〈
策
」
と
あ
る
よ
う
に
、
銭
氏
女
と
林
従

世
の
前
二
回
の
努
力
の
甲
斐
も
な
く
、
相
次
い
で
失
敗
に
終
わ
っ
て

お
り
、
収
穫
は
殆
ど
期
待
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
の
三
回

目
の
挑
戦
こ
そ
が
木
蘭
陂
の
開
設
で
あ
っ
た
。
熙
甯
八
年
（
一
〇
七

五
）、
神
宗
帝
の
全
国
的
な
水
利
振
興
に
対
す
る
詔
勅
に
応
じ
て
、

侯
官
県
人
の
李
宏
兄
〉
17
〈
弟
は
莆
田
に
入
り
、
僧
人
馮
智
日
と
共
に
実
地

調
査
を
実
施
し
、
木
蘭
山
下
に
適
地
を
定
置
し
、
家
産
七
万
余
〉
18
〈
緡
を

投
じ
て
当
地
の
民
衆
を
動
員
し
て
木
蘭
陂
の
建
置
に
着
手
し
た
。
堅

牢
な
石
積
み
に
よ
っ
て
建
造
さ
れ
た
陂
壩
（
ダ
ム
）
に
は
、
三
二
の

閘
孔（
水
門
）が
設
け
ら
れ
、
上
流
の
永
春
、
徳
化
、
仙
遊
三
県
の

渓
流
を
貯
水
す
る
一
方
、
海
潮
の
遡
入
を
截
断
し
、
そ
の
間
の
鹵
地

だ
っ
た
空
間
に
、
七
本
の
大
溝
と
無
数
の
小
溝
を
張
り
巡
ら
せ
る
と

と
も
に
、
斗
門
や
涵
口
（
排
水
口
）
を
多
数
設
置
し
て
、
農
地
内
の
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配
水
、
排
水
を
調
節
し
た
。
そ
の
結
果
、
唐
代
か
ら
始
ま
っ
た

莆
田
地
域
の
水
利
開
発
は
、
幾
多
の
方
法
や
失
敗
を
重
ね
な
が

ら
、
遂
に
八
年
間
の
工
事
期
間
を
経
て
、
元
豊
六
年
（
一
〇
八

三
）
に
抜
本
的
な
木
蘭
陂
の
完
成
を
見
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に

よ
っ
て
、
長
年
に
わ
た
る
莆
田
地
域
の
水
利
上
の
課
題
は
一
挙

に
解
決
さ
れ
、
か
つ
て
の
鹵
地
は
万
余
頃
の
沃
地
と
な
り
、
画

期
的
な
農
業
生
産
力
を
創
造
し
、
そ
の
著
し
い
発
展
は
、
民

食
、
軍
儲
の
両
面
に
お
い
て
大
き
な
経
済
的
効
果
を
も
た
ら
す

こ
と
に
な
っ
〉
19
〈

た
（「
永
春
徳
化
僊
遊
三
百
六
十
間
地
図
前
後
陂

址
方
位
及
莆
陽
南
北
水
利
〉
20
〈
図
」
を
参
照
）。

二
　
木
蘭
陂
の
管
理
機
構

　
木
蘭
陂
の
創
設
に
よ
っ
て
莆
田
地
域
の
灌
漑
面
積
は
、
万
余

頃
に
も
お
よ
び
受
水
灌
漑
村
落
は
大
小
百
か
村
近
く
に
達
し
た

が
、
こ
れ
ら
の
地
域
に
お
け
る
木
蘭
陂
の
水
利
組
織
は
、
ど
の

よ
う
に
管
理
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。以
下
に
お
い
て
具

体
的
に
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
既
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
木
蘭
陂
は
あ
く
ま
で
も
李
宏
が
個

人
的
資
財
を
も
っ
て
詔
勅
に
応
じ
て
、
地
域
の
民
衆
の
協
力
の

も
と
に
築
造
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
そ
の
後
も
、

李
宏
を
中
心
と
す
る
地
域
の
民
間
管
理
機
構
を
確
立
し
、
水
利

施
設
の
維
持
と
運
営
に
当
た
る
こ
と
に
し
て
い
る
。「
陂
成
立
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後
、
立
支
子
李
念
二
、
在
莆
守
陂
、
将
廃
塘
五
所
、
填
塞
為

田
、
分
給
貧
民
耕
種
、
歳
輸
租
石
二
千
七
百
餘
石
、
除
標
撥
雪

峰
等
寺
外
、
撥
七
百
石
、
興
化
府
家
、
養
瞻
人
材
、
八
百
石
立

陂
司
、
委
子
孫
、
掌
管
修
陂
等
用
、
柱
傾
則
支
囲
、
缺
則
補

圳
、
壅
則
疏
、
歳
修
労
田
、
日
食
銭
定
数
、
…
〉
21
〈
…
」
と
そ
の
概

要
を
記
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
木
蘭
陂
の
完
成
後
、
李

宏
は
支
子
李
念
二
を
莆
田
に
残
し
、
責
任
者
と
し
て
そ
の
管
理

に
当
た
ら
せ
た
。
先
に
述
べ
た
木
蘭
陂
成
立
以
前
に
、
灌
漑
用

の
た
め
池
と
し
て
設
け
ら
れ
て
い
た
五
か
所
の
塘
池
が
不
要
と

な
っ
た
の
で
、
こ
れ
を
埋
め
戻
し
て
農
田
と
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
農
田
は
貧
民
に
耕
種
さ
れ
、
年
間
二
千
七
百
余
石
の
租
穀

を
得
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
興
化
府
学
な
ど
へ
の
育
英
費
と
し

て
の
寄
捐
の
ほ
か
に
八
百
石
を
い
わ
ゆ
る
「
陂
〉
22
〈
田
」
と
し
て
捐

置
し
、
陂
司
の
下
で
木
蘭
陂
の
管
理
（
役
員
の
手
当
、
修
理
費

や
そ
の
人
件
費
）、
さ
ら
に
後
述
す
る
よ
う
に
祖
先
の
祭
祀
費

な
ど
に
充
当
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
陂
司
に
は
原
則
と
し
て

創
始
者
の
李
宏
の
子
孫
が
継
承
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
〉
23
〈
た
。
し

か
し
、「
按
長
者
之
創
、
是
陂
規
模
宏
遠
、
知
身
不
能
常
存

陂
、
不
能
無
壊
、
乃
立
有
田
得
利
之
家
、
為
陂
司
、
以
掌
修
陂

財
穀
、
立
正
副
、
更
代
巡
視
察
、
設
甲
頭
以
督
租
、
小
工
以
司

啓
閉
、
各
有
酬
労
田
、
区
画
至
為
精
〉
24
〈
密
」
と
あ
る
通
り
、
管
理

者
と
し
て
の
李
氏
の
子
孫
が
、
単
独
で
陂
司
と
し
て
広
範
囲
に

木
蘭
陂
下
の
水
利
地
域
の
管
理
を
、
全
面
的
に
実
施
す
る
こ
と



66

は
困
難
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
地
元
の
水
利
の
受
益
の
大
き
い
複

数
の
有
力
地
主
層
を
加
え
た
い
わ
ゆ
る
陂
司
集
団
が
構
成
さ
れ
、
集

団
的
に
管
理
運
営
に
当
た
っ
た
の
で
あ
る
。
複
数
の
陂
司
集
団
の
中

か
ら
当
年
の
陂
正
、
陂
副
が
選
ば
れ
輸
番
で
職
掌
で
あ
る
、
修
陂
と

財
穀
の
管
理
を
担
当
し
た
。
そ
の
下
に
は
実
務
と
し
て
の
督
租
に
当

た
る
甲
頭
、
閘
口
の
開
閉
業
務
を
担
当
す
る
小
甲
な
ど
が
あ
っ
た
。

　
な
お
、
陂
司
集
団
の
構
成
に
つ
い
て
は
、「
当
李
長
者
、
築
陂

時
、
嘗
捐
金
助
費
、
捐
田
開
溝
者
也
、
…
…
木
蘭
陂
水
利
、
原
委
亦

言
、
設
陂
司
人
役
十
四
〉
25
〈

戸
」
と
あ
り
、
ま
た
「
陂
成
立
、
水
南
大
姓

一
十
四
戸
、
規
塘
地
、
墾
田
六
百
斛
、
為
陂
之
〉
26
〈

贍
」
と
あ
る
の
で
、

陂
司
人
役
は
一
四
戸
か
ら
成
っ
て
お
り
、
彼
ら
は
何
れ
も
、
水
南

（
南
洋
）
の
大
姓
（
有
力
地
主
層
）
で
、
李
宏
の
木
蘭
陂
の
築
造
時

に
、
資
金
の
提
供
や
、
開
溝
の
た
め
の
捐
田
、
あ
る
い
は
塘
池
（
た

め
池
）
を
墾
田
化
す
る
な
ど
を
通
じ
て
、
造
成
の
協
力
者
で
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。

　
要
す
る
に
木
蘭
陂
の
管
理
機
構
の
中
枢
は
、
李
宏
の
後
裔
を
中
心

と
し
な
が
ら
、
そ
の
協
力
者
の
有
力
地
主
を
加
え
た
集
団
的
体
制
を

基
本
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
こ
う
し
た
管
理
体
制
も
、
時
間
の
経
過
に
伴
っ
て
変
化

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
理
由
は
端
的
に

言
え
ば
、「
歳
久
滋
奨
、
歴
代
官
司
、
各
立
規
例
禁
約
、
以
申
明
〉
27
〈

之
」

と
あ
る
よ
う
に
、
先
述
の
よ
う
な
民
間
の
自
立
的
な
管
理
機
構
も
、

一
定
の
時
間
的
経
過
の
な
か
で
種
々
の
弊
害
が
生
じ
た
結
果
、
従
来

の
管
理
運
営
に
対
し
公
的
関
与
が
加
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
管
理
上
の
種
々
の
弊
害
を
防
ぐ
た
め
に
、
地
方

官
が
管
理
規
定
や
禁
約
条
項
を
作
成
し
、
管
理
機
構
に
公
権
力
が
介

入
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
過
程
に
つ
い
て
以
下
に
具
体
的
に
見

る
こ
と
に
し
た
い
。

　
ま
ず
、「
…
…
按
本
陂
抽
出
八
百
石
、
修
陂
、
蓋
有
備
無
患
之
遠

慮
也
、
後
因
陂
正
副
人
等
、
不
思
前
人
之
美
意
、
将
拘
収
財
穀
、
直

指
為
私
帑
、
或
公
然
挙
措
、
或
恣
意
耗
散
、
至
於
陂
有
損
壊
、
動
擾

官
府
、
於
是
有
司
拘
□
…
〉
28
〈

…
」
と
あ
る
の
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
木
蘭
陂
の
創
設
者
で
あ
る
李
宏
は
、
そ
の
管

理
の
た
め
の
財
源
と
し
て
、
自
ら
措
置
し
た
陂
田
収
入
の
一
部
（
八

百
石
）
を
維
持
運
営
の
基
盤
と
し
て
、
陂
司
の
自
主
的
運
用
に
任
せ

た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
陂
司
自
身
が
そ
の
陂
田
の
収
益
を
横
領

し
、
別
途
に
借
用
す
る
な
ど
、
恣
意
的
に
乱
用
し
た
結
果
、
肝
心
の

水
利
施
設
の
維
持
に
阻
害
を
も
た
ら
す
に
至
っ
て
い
る
。
ま
た
、
別

に
「
但
歳
久
滋
奨
、
或
乗
人
之
死
、
而
冒
姓
僥
求
、
或
回
家
貧
乏
、

而
私
自
典
売
、
故
正
副
之
名
、
至
今
雖
存
、
而
正
副
之
子
孫
、
正
副

之
田
土
、
多
非
其
旧
、
甚
至
祭
賽
、
不
遵
旧
例
、
提
督
不
守
旧
規
、

以
致
水
利
不
時
歳
用
、
告
困
民
情
、
利
病
莫
〉
29
〈

大
」
と
あ
り
、
陂
正
、

陂
副
に
輪
番
で
当
た
っ
た
管
理
責
任
者
は
、
何
れ
も
水
南
の
大
姓
で

あ
っ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
そ
の
後
の
経
過
の
中
で
、
他
姓
を
仮
称
し

て
利
益
を
求
め
た
り
、
没
落
し
て
勝
手
に
土
地
を
売
却
し
た
り
し

て
、
そ
の
子
孫
や
田
土
は
旧
を
止
め
ず
、
本
来
の
任
務
を
果
た
せ
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ず
、
木
蘭
陂
の
管
理
に
深
刻
な
問
題
を
招
く
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う

し
た
状
況
に
真
っ
先
に
動
揺
し
危
機
感
を
覚
え
た
の
が
官
府
で
あ
っ

た
。
そ
れ
は
木
蘭
陂
の
創
設
に
よ
っ
て
、
莆
田
地
域
に
画
期
的
な
農

業
生
産
力
の
発
展
を
も
た
ら
し
た
成
果
が
、
管
理
者
に
よ
っ
て
阻
害

さ
れ
、
施
設
の
損
壊
を
放
置
す
る
こ
と
は
、
新
法
の
成
果
に
反
す
る

行
為
と
し
て
、
政
治
的
に
迅
速
か
つ
適
切
な
対
応
を
取
ら
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
陂
司
ら
に
よ
る
木
蘭
陂
の
重
要
な
管
理
基
盤
で
あ
る
陂
田

収
入
の
不
正
は
、
創
始
者
の
李
宏
を
祖
神
と
す
る
祭
祀
用
の
香
灯
田

の
管
理
に
も
及
ん
で
い
た
。「
香
灯
田
、
本
為
奉
持
計
也
、
初
皆
正

副
管
収
、
歳
供
子
孫
、
以
奉
香
火
、
後
供
給
不
時
、
官
始
撥
出
、

…
…
因
彼
時
巧
捏
、
歳
畝
高
漲
、
租
額
所
割
、
不
及
百
畝
、
歴
代
子

孫
衰
微
、
佃
戸
欺
隠
、
勢
家
侵
〉
30
〈
奪
」
と
あ
る
よ
う
に
、
香
灯
田
も
陂

田
収
入
の
一
部
と
し
て
、
陂
正
、
陂
副
の
管
理
下
に
お
い
て
支
出
さ

れ
て
い
た
が
、
そ
の
不
正
に
加
え
て
、
子
孫
の
衰
微
に
乗
じ
て
の
佃

戸
の
欺
隠
、
勢
家
の
侵
奪
に
よ
っ
て
、
年
ご
と
の
香
火
に
不
足
を
来

た
す
こ
と
に
な
り
、
結
局
官
の
手
を
経
て
供
奉
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
陂
司
ら
の
役
員
や
、
祭
祀
従
事
者
へ
の

酬
労
田
も
ま
た
盗
収
や
、
悪
質
な
佃
戸
に
よ
っ
て
送
納
さ
れ
ず
、
関

係
者
に
支
給
さ
れ
な
く
な
り
、
祭
祀
の
欠
礼
に
至
っ
た
と
い
う
。
そ

の
た
め
、
酬
労
田
の
管
理
、
並
び
に
支
与
に
つ
い
て
も
、
歴
代
の
官

司
に
よ
る
規
定
の
下
で
の
施
行
に
俟
つ
こ
と
に
な
っ
て
い
〉
31
〈

る
。

　
以
上
の
よ
う
な
木
蘭
陂
の
管
理
機
構
の
核
心
と
も
言
う
べ
き
、
陂

司
の
機
能
や
、
陂
田
の
運
用
が
、
本
来
の
民
間
の
自
主
性
の
弛
緩
と

弊
害
に
よ
っ
て
、
水
利
機
能
の
崩
壊
の
危
機
に
逢
着
し
た
こ
と
が
、

必
然
的
に
官
の
関
与
＝
介
入
を
招
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ

の
具
体
的
な
過
程
と
実
態
に
つ
い
て
見
る
と
、
ま
ず
「
詹
時
升
、
本

軍
知
軍
、
宣
和
初
、
検
校
陂
田
、
署
長
者
廟
、
并
立
陂
司
規
〉
32
〈
例
」
と

あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
北
宋
末
の
徽
宗
の
宣
和
元
年
（
一
一
一

九
）、
興
化
軍
の
知
軍
の
詹
時
升
が
陂
田
の
実
情
を
調
査
す
る
と
と

も
に
、
李
宏
の
長
者
廟
に
つ
い
て
も
そ
の
職
務
に
関
し
て
、「
陂
司

規
例
」
を
制
定
し
て
い
る
。
そ
の
概
要
を
述
べ
れ
ば
、
木
蘭
陂
に
付

属
の
陂
田
に
つ
い
て
、
毎
年
佃
戸
よ
り
得
ら
れ
る
小
作
米
の
使
途

と
、
そ
の
定
額
を
詳
細
に
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
正
、
副
の
酬
労

分
を
は
じ
め
と
し
て
、
木
蘭
陂
の
管
理
を
担
当
す
る
小
工
、
塘
夫
、

夫
工
な
ど
へ
の
雇
工
銭
や
修
陂
銭
の
額
数
に
つ
い
て
も
明
示
し
て

い
〉
33
〈
る
。
こ
の
措
置
が
ど
の
程
度
の
効
果
を
も
た
ら
し
た
か
は
明
ら
か

で
は
な
い
が
、
そ
の
後
、
南
宋
初
期
の
高
宗
の
紹
興
二
一
年
（
一
一

五
一
）
に
も
、
県
丞
陳
彌
作
が
戸
部
に
対
し
、
再
び
「
陂
司
規
例
」

の
頒
行
を
申
呈
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
推
測
す
れ
ば
、
さ
ら
に
規
制

の
強
化
を
必
要
と
す
る
事
態
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
陳
彌

作
の
報
告
に
よ
れ
ば
、「
…
…
正
副
糾
役
、
財
穀
足
用
、
全
頼
陂
司

人
役
、
比
年
所
差
正
副
、
多
縁
僥
求
、
視
水
利
、
無
一
分
顧
惜
、
歳

中
造
帳
、
恣
意
侵
欺
、
銭
穀
侵
失
、
民
田
亦
随
祀
壊
〉
34
〈
也
」
と
あ
る
よ

う
に
、
陂
司
の
財
穀
管
理
が
乱
脈
を
極
め
、
彼
ら
に
よ
る
恣
意
的
な

帳
簿
の
不
正
に
よ
る
欺
瞞
や
私
占
の
結
果
、
実
費
収
入
は
定
額
の
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一
、二
割
に
も
及
ば
な
か
っ
た
と
い
〉
35
〈
う
。
こ
う
し
た
銭
穀
の
侵
失

の
、
水
利
へ
の
影
響
を
憂
慮
し
、
陳
彌
作
は
衆
議
を
経
て
、「
革
去

四
獘
、
立
五
例
」
を
、
主
管
司
の
興
化
軍
通
判
に
提
出
し
、
当
面
の

課
題
＝
弊
害
の
根
本
的
解
決
を
図
ろ
う
と
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
節

目
ご
と
に
全
文
を
鏤
刻
し
て
、
厳
正
に
遵
守
せ
し
め
る
べ
く
、
水
利

司
の
主
管
の
下
で
公
示
さ
れ
て
い
〉
36
〈

る
。

　
そ
の
全
文
の
紹
介
は
紙
幅
の
関
係
で
割
愛
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、

最
も
重
要
と
思
わ
れ
る
第
一
条
を
示
す
と
、「
一
乞
革
寄
荘
充
役
之

弊
、
木
蘭
陂
、
以
土
着
有
陂
分
大
田
戸
、
輪
差
正
副
、
縁
有
浩
大
田

畝
、
乃
肯
為
衆
尽
力
、
年
有
酬
労
、
日
有
食
銭
、
厚
加
優
潤
、
絶
侵

欺
之
心
、
比
年
、
寄
荘
田
戸
、
冒
名
僥
求
、
盗
売
陂
田
、
漏
洩
水

利
、
各
以
敗
露
時
、
具
案
牘
、
夫
人
遠
離
郷
土
、
甘
心
執
役
、
決
非

良
善
、
必
肆
侵
欺
、
頃
年
知
軍
張
直
講
、
詳
究
弊
源
、
専
有
指
揮
、

不
得
差
寄
荘
戸
、
乞
賜
止
〉
37
〈

絶
」
と
あ
る
。
な
お
、
こ
の
条
項
の
貼
説

（
補
足
）
に
は
、「
…
…
元
係
李
長
者
、
本
派
子
孫
輪
流
、
前
来
與
南

洋
承
食
水
利
田
、
多
上
戸
、
相
参
充
陂
正
副
、
掌
管
銭
穀
、
専
備
修

陂
、
祭
賽
等
用
、
欲
其
互
相
関
防
、
以
貽
久
遠
、
李
長
者
本
派
子

孫
、
以
科
名
目
、
罕
有
求
者
、
李
宇
等
不
係
長
者
宗
派
、
冒
名
僥

求
、
林
従
世
子
孫
林
安
義
等
、
因
典
田
、
修
陂
議
被
、
土
着
豪
挟
、

執
乗
攙
奪
…
〉
38
〈

…
」
と
付
し
て
い
る
。
両
者
を
総
合
す
れ
ば
、
要
す
る

に
第
一
条
は
、
木
蘭
陂
の
管
理
機
構
の
根
幹
で
あ
る
陂
司
（
正
副
）

と
陂
田
に
関
す
る
問
題
で
、
陂
司
に
は
李
宏
の
本
派
子
孫
や
、
南
洋

の
大
田
戸
が
任
じ
た
が
、
彼
ら
の
名
を
か
た
る
本
派
以
外
者
や
寄
荘

の
客
戸
が
陂
田
を
盗
売
し
、
典
田
し
た
結
果
、
水
利
に
重
大
な
障
害

を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
寄
荘
戸
の
充
役
に
よ
る
不
正
を

厳
重
に
禁
じ
る
も
の
で
、
知
軍
が
そ
の
実
態
追
求
と
根
絶
に
乗
り
出

し
て
い
る
。
そ
の
他
の
条
項
名
だ
け
を
示
す
と
、「
一
乞
革
執
占
拖

欠
之
弊
」、「
一
乞
革
典
田
挙
債
之
弊
」、「
一
乞
革
非
汎
科
輸
之
〉
39
〈
弊
」

で
あ
り
、
そ
の
項
目
名
か
ら
も
察
し
ら
れ
る
よ
う
に
、
不
正
管
理
者

に
よ
る
陂
田
の
典
田
や
挙
債
、
佃
戸
支
配
に
よ
る
欠
租
、
科
輸
の
不

正
な
ど
何
れ
も
、
管
理
基
盤
を
侵
害
す
る
詐
術
的
技
巧
の
弊
害
を
厳

禁
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
そ
の
上
に
、
五
例
の
い
わ
ゆ
る
「
定
例
」
を
掲
げ
、「
…
…
已
具

提
挙
常
平
衙
照
会
、
並
牒
莆
田
県
施
行
去
訖
外
、
今
板
榜
木
蘭
陂

亭
、
曉
諭
衆
戸
及
陂
正
副
人
等
通
知
、
常
切
遵
守
、
無
至
違
戻
〉
40
〈

者
」

と
、
そ
の
内
容
は
提
挙
常
平
司
、
莆
田
県
に
具
申
す
る
一
方
、
木
蘭

陂
亭
に
も
制
札
と
し
て
掲
示
さ
れ
、
広
く
一
般
の
農
民
や
陂
正
・
副

人
に
も
遵
守
の
徹
底
を
要
請
し
て
い
る
。
そ
の
五
例
と
は
、「
一
収

管
財
穀
…
…
右
件
銭
穀
永
為
定
例
」、「
二
輪
差
正
副
、
各
要
正
名
」、

「
三
興
工
修
築
、
各
要
着
実
」、「
四
年
中
神
福
、
己
有
定
例
」、「
五

幹
當
酬
労
、
永
為
定
〉
41
〈

例
」
で
あ
る
。
具
体
的
な
名
数
や
額
量
・
高
下

は
省
い
た
が
、
総
合
的
に
木
蘭
陂
の
管
理
上
の
要
件
と
し
て
の
財
穀

の
確
保
、
陂
正
副
の
責
掌
、
修
興
の
実
施
と
酬
労
の
交
与
、
並
び
に

祭
祀
の
奉
持
等
、
当
初
、
李
宏
ら
民
間
の
地
主
集
団
に
よ
る
自
主
的

な
管
理
方
式
の
弛
緩
と
弊
害
を
除
去
し
、
管
理
機
能
の
正
常
化
を
公

権
の
規
制
を
通
じ
て
実
現
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
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公
権
の
介
入
に
よ
っ
て
、
必
ず
し
も
管
理
体
制
の
正
常
化
が
、
直
ち

に
実
現
し
た
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
な
お
、
そ
の
後
も
一
定
の
規
定
が

加
え
ら
れ
て
い
る
。
甯
宗
の
慶
元
五
年
（
一
一
九
九
）
に
興
化
軍
知

軍
兼
管
内
勧
農
事
の
銭
孜
ら
に
よ
っ
て
定
立
さ
れ
た
、「
宋
木
蘭
陂

正
副
定
例
陂
籍
」
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
れ
は
淳
熙
元
年
（
一
一

七
四
）、
知
軍
潘
畤
が
陂
門
の
重
修
に
際
し
、
先
に
莆
田
県
丞
の
陳

彌
作
が
、
大
田
戸
一
二
名
に
つ
い
て
、
そ
の
田
畝
種
数
等
に
随
っ
て

輪
流
の
秩
序
を
定
め
、
正
、
副
の
充
差
を
定
め
た
の
に
対
し
、
衆
挙

に
よ
っ
て
余
士
端
、
朱
公
廙
を
加
え
、
合
計
大
田
戸
一
四
名
の
新
籍

を
作
成
し
、
そ
の
管
幹
の
継
承
に
よ
る
機
能
の
強
化
と
、
民
便
を

図
っ
た
も
の
で
あ
〉
42
〈
る
。

　
こ
の
背
景
に
は
、「
縁
歳
月
深
遠
、
所
差
正
副
、
多
非
籍
内
有
田

之
家
、
或
挟
勢
形
、
以
越
次
、
或
賄
賂
、
以
冒
充
、
或
借
砧
基
、
以
代

名
、
或
結
党
、
與
以
妄
挙
、
其
規
模
特
為
文
具
、
所
以
陂
内
有
田
之

家
、
皆
不
願
充
、
而
所
充
之
人
、
略
不
以
水
利
為
急
、
直
指
陂
司
財

穀
、
如
其
家
之
私
帑
、
甚
至
溝
塍
不
修
、
神
福
不
賽
、
官
賦
不
納
、
雇

銭
不
支
、
百
弊
具
有
焉
、
如
去
歳
、
南
岸
其
功
微
、
有
損
動
、
陂
司
恬

然
、
不
肯
役
工
、
一
旦
洪
水
、
所
衝
決
数
千
餘
丈
、
陂
身
甚
危
、

…
〉
43
〈

…
」
と
あ
る
よ
う
に
、
正
規
の
陂
正
、
陂
副
で
な
い
籍
外
者
の
横

行
と
彼
ら
に
よ
る
財
穀
の
侵
奪
、
陂
司
と
し
て
の
職
務
怠
慢
が
、
陂

身
の
危
機
を
招
い
て
い
る
と
い
う
状
況
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
処
し

て
行
わ
れ
た
の
が
、
陂
正
、
副
の
陂
籍
の
明
確
化
に
ほ
か
な
ら
な

い
。
す
な
わ
ち
、
一
四
戸
の
大
田
戸
の
姓
名
と
、
田
畝
の
種
類
、
高
下

の
順
序
を
確
定
す
る
た
め
に
、
一
四
名
の
陂
司
に
つ
い
て
実
地
に
詳

細
な
調
査
を
実
施
し
て
証
明
し
、
文
書
に
よ
っ
て
報
告
し
て
い
〉
44
〈

る
。

陂
司
の
管
理
職
掌
の
厳
正
化
の
た
め
に
、
身
元
調
査
、
す
な
わ
ち
陂

籍
を
明
ら
か
に
し
、
籍
外
者
の
不
正
の
排
除
を
目
的
と
し
た
も
の
で

あ
っ
た
。
こ
れ
は
少
な
く
と
も
形
式
上
陂
司
の
公
選
と
言
え
る
。

　
以
上
、
宋
代
熙
甯
八
年
に
李
宏
を
中
心
と
し
一
二
戸
（
後
に
二
戸

を
加
え
る
）
の
地
元
の
大
田
戸
ら
の
協
力
に
よ
っ
て
着
手
さ
れ
、
元

豊
六
年
に
完
成
し
た
木
蘭
陂
の
管
理
機
構
の
変
化
に
つ
い
て
考
察
し

て
き
た
。
そ
の
当
初
の
管
理
機
構
は
、
彼
ら
の
捐
銭
、
捐
田
な
ど
の

義
助
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
措
置
に
か

か
る
陂
田
を
経
済
的
基
盤
と
し
、
彼
ら
を
主
体
と
す
る
陂
司
集
団
が

管
理
す
る
民
間
の
自
主
的
組
織
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
歴

史
的
経
過
の
中
で
、
本
来
の
民
間
管
理
機
能
の
中
枢
た
る
陂
司
、
陂

田
を
め
ぐ
る
危
機
的
状
況
が
、
運
用
や
役
割
の
正
常
化
の
た
め
、
官

が
介
入
し
て
「
規
例
」
を
通
じ
て
規
制
に
つ
と
め
る
に
至
っ
て
い

る
。
こ
う
し
た
変
化
は
、
地
主
集
団
の
主
体
的
な
管
理
に
よ
る
水
利

組
織
か
ら
そ
の
内
部
的
弊
害
を
抑
制
、
排
除
す
る
た
め
の
公
権
力
の

権
威
に
依
存
す
る
官
装
的
管
理
組
織
へ
と
移
行
し
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
公
権
力
は
独
自
の
全
面
的
な
水
利
支
配
を
行
う
の
で
は
な

く
、
在
地
の
有
力
大
田
戸
ら
に
よ
る
、
い
わ
ゆ
る
伝
統
的
な
陂
司
支

配
を
公
権
力
に
よ
っ
て
権
限
を
補
強
し
、
運
用
の
崩
壊
を
抑
止
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
好
並
氏
の
陂
田
の
存
在
を
公
私
の

接
点
と
し
、
地
主
支
配
の
安
定
と
国
家
支
配
の
媒
介
項
を
な
す
も
の
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と
の
指
〉
45
〈
摘
は
、
首
肯
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
と
も
あ
れ
、
そ
れ
で
は
ど
う
し
て
木
蘭
陂
の
管
理
機
構
に
対
し
、

宋
代
期
間
中
に
再
三
に
わ
た
る
公
権
力
に
よ
る
テ
コ
入
れ
が
行
わ
れ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
木
蘭
陂
の
開
設
は
、
宋

代
熙
甯
年
間
に
お
け
る
神
宗
下
の
積
極
的
な
勧
農
政
策
の
振
興
に
伴

う
、
水
利
開
発
の
一
環
と
し
て
、
莆
田
平
野
に
画
期
的
な
農
業
生
産

力
の
創
出
を
実
現
し
た
。
そ
の
成
果
は
、
陂
内
の
地
域
社
会
に
お
け

る
一
般
農
民
の
民
食
の
安
定
を
保
障
し
た
の
み
な
ら
ず
、
む
し
ろ
そ

れ
以
上
に
、
宋
代
の
国
家
財
政
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
意
義
を
与

え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
、「
…
…
其
白
地
、
尽
輸
於
官
、

以
為
官
荘
田
、
官
司
酬
奨
、
李
公
得
小
亀
嶼
東
沿
海
白
地
、
後
人
塍

海
、
而
耕
皆
仰
餘
波
、
計
其
所
漑
、
殆
及
万
頃
、
変
潟
鹵
、
為

上
〉
46
〈
腴
」
と
あ
り
、「
興
化
軍
儲
、
総
六
万
斛
、
南
洋
官
荘
尤
〉
47
〈
多
」
と

あ
り
、
更
に
「
夫
官
中
歳
計
、
半
在
陂
司
…
…
陂
司
銭
穀
、
即
常
平

財
〉
48
〈

穀
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
一
連
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
李
宏
が
取
得

し
た
沿
海
の
白
地
（
荒
空
地
）
は
官
荘
田
と
し
て
寄
与
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
水
利
の
普
及
に
よ
っ
て
万
頃
の
沃
地
と
な
っ
た
。
南
洋
に

は
こ
う
し
た
官
荘
が
多
か
っ
た
が
、
一
方
陂
田
も
ま
た
、
官
へ
の
捐

田
と
い
う
形
式
を
通
じ
て
、
擬
似
的
に
官
荘
化
さ
れ
て
い
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
興
化
軍
儲
総
数
六
万
石
の
う
ち
、
そ
の
過
半
数
の
三

万
七
千
石
が
、
陂
田
か
ら
の
輸
納
に
依
っ
て
お
り
、
官
中
の
年
間
収

入
の
半
分
が
、
常
平
財
穀
と
し
て
陂
司
の
掌
中
下
に
掌
握
さ
れ
て
い

た
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
実
状
を
考
え
る
な
ら
ば
、
木
蘭
陂
の
管

理
に
対
す
る
関
与
の
積
極
的
な
態
度
も
当
然
で
あ
ろ
う
。
木
蘭
陂
の

水
利
の
安
定
は
、
専
制
国
家
と
し
て
の
宋
朝
に
と
っ
て
不
可
欠
な
政

治
的
、
経
済
的
課
題
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

三
　
木
蘭
陂
と
協
応
廟

　
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
木
蘭
陂
の
創
設
は
、
地
元
の
有
力
地
主

層
（
大
田
戸
）
の
協
力
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、
あ
く
ま
で
李
宏
の
功

績
に
よ
る
と
こ
ろ
が
、
最
も
大
で
あ
っ
た
。
彼
は
元
豊
六
年
（
一
〇

八
三
）
に
木
蘭
陂
が
完
成
し
た
直
後
、
四
二
歳
で
死
没
し
て
い
〉
49
〈
る
。

死
後
、「
元
豊
六
年
、
李
宏
卒
、
莆
民
徳
之
、
立
廟
陂
上
、
以
徳
成

功
立
祠
、
…
…
此
当
時
、
報
祀
之
公
心
也
、
後
人
附
祀
銭
氏
女
、
於

陂
廟
、
専
於
香
山
〉
50
〈
宮
」
と
あ
り
、「
長
者
、
陂
之
南
岸
、
歳
時
致

祭
、
李
氏
子
孫
世
一
人
、
主
其
祀
、
初
号
義
〉
51
〈

廟
」
と
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
木
蘭
陂
の
創
置
を
通
じ
て
、
莆
田
地
域
の
農
業
生
産

に
尽
く
し
た
李
宏
の
貢
献
と
そ
の
公
徳
心
に
対
し
、
農
民
は
深
く
感

謝
し
、
陂
廟
を
立
て
て
報
恩
の
意
を
示
し
た
。
当
初
は
義
廟
と
呼
ば

れ
、
広
く
民
衆
の
敬
愛
を
集
め
た
が
、
年
々
の
祭
祀
は
李
宏
の
子
孫

が
中
心
と
な
っ
て
司
る
の
が
基
本
で
あ
っ
〉
52
〈

た
。
そ
の
場
合
の
祭
祀
費

用
や
、
関
係
者
へ
の
酬
労
費
の
支
出
は
、
李
宏
が
最
初
に
捐
置
し
た

陂
田
の
中
の
香
燈
田
か
ら
充
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
〉
53
〈
た
。

　
そ
の
後
、
三
十
数
年
を
経
て
、「
宣
和
初
、
知
軍
詹
時
升
、
検
校

修
陂
田
土
、
称
賞
殊
功
、
特
陂
上
廟
、
為
李
長
者
廟
、
嗣
是
林
尚
書
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大
鼎
鄭
、
編
修
樵
記
、
其
創
陂
事
蹟
、
劉
後
村
克
荘
、
又
并
其
建
廟

始
末
、
子
孫
報
祀
之
典
、
而
并
記
之
、
始
祖
功
勲
、
昭
始
日
月
、
百

世
不
可
磨
〉
54
〈

也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
北
宋
末
の
宣
和
初
年
に
至
り
、
知

軍
の
詹
時
升
が
李
宏
の
功
績
を
官
の
立
場
か
ら
賞
揚
し
て
李
長
者
廟

と
し
て
い
る
。
続
い
て
、
林
尚
書
は
、
李
宏
の
創
陂
の
事
蹟
を
顕
彰

す
る
た
め
、
樵
記
を
編
纂
す
る
な
ど
、
そ
の
勲
功
の
偉
大
さ
を
長
く

後
世
に
伝
え
る
べ
き
も
の
と
称
賛
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
公
権
力
＝

宋
朝
の
李
宏
の
業
績
に
対
す
る
積
極
的
評
価
は
、
南
宋
に
入
っ
て
よ

り
強
化
さ
れ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。「
紹
定
五
年
、
陳
知
丞
、
見
本

廟
香
燈
缺
少
、
子
孫
日
食
不
充
、
就
陂
田
内
、
撥
出
租
陸
拾
石
、
與

李
天
與
、
奉
祭
祀
協
応
廟
香
燈
、
此
宋
朝
褒
崇
之
典
〉
55
〈
也
」
と
あ
る
の

は
、
ま
さ
に
宋
朝
の
基
本
的
態
度
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
す
な
わ
ち
、
李
長
者
廟
に
対
す
る
政
治
的
公
認
と
同
時
に
、
紹
定

五
年
に
香
燈
の
不
足
、
子
孫
の
窮
境
の
た
め
、
陳
知
丞
が
陂
田
か
ら

の
出
租
に
よ
っ
て
、
香
燈
を
支
出
し
、
公
権
に
よ
る
奉
祀
の
経
済
的

保
障
を
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
更
に
約
三
十
年
後
の
景
定
年
間
に

至
り
、
宋
朝
は
決
定
的
な
施
策
を
行
う
に
至
っ
て
い
る
。
そ
れ
は

「
郡
守
趙
與
禋
、
請
于
朝
、
景
定
三
年
、
理
宗
皇
帝
、
特
賜
御
書
詔

勅
、
始
祖
為
恵
済
候
、
廟
號
協
応
、
銭
氏
封
恵
烈
協
順
夫
〉
56
〈

人
」
と
あ

る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
景
定
三
年
（
一
二
六
二
）、
郡
守

（
知
軍
）
の
趙
與
禋
の
朝
廷
へ
の
要
請
に
基
づ
き
、
時
の
理
宗
皇
帝

は
始
祖
李
長
者
宏
に
対
し
、
誥
勅
（
爵
位
等
の
任
命
書
）
に
よ
っ
て

恵
済
候
の
封
号
と
李
長
者
廟
に
協
応
廟
と
い
う
廟
号
を
賜
与
す
る
こ

と
に
し
て
い
る
。
併
せ
て
李
宏
に
先
行
し
て
、
治
平
年
間
（
一
〇
六

四
〜
一
〇
六
七
）
に
捐
金
に
よ
っ
て
築
陂
を
試
み
た
が
、
失
敗
し
て

痛
憤
水
死
し
た
長
楽
の
銭
氏
女
に
も
、
そ
の
志
行
を
悼
み
、
恵
烈
協

順
夫
人
の
封
号
を
与
え
て
い
る
。

　
李
長
者
廟
の
協
応
廟
へ
の
公
的
昇
格
に
続
い
て
は
、「
後
人
乞
勅

該
部
、
行
令
本
府
県
有
司
、
修
葺
廟
宗
春
秋
遣
官
一
員
致
祭
、
而
以

原
併
祀
者
配
享
、
仍
査
李
宏
子
孫
、
優
免
其
家
差
役
、
及
追
香
燈
田

畝
、
…
〉
57
〈

…
」
と
あ
る
よ
う
に
、
礼
部
に
許
可
を
求
め
、
地
方
官
が
協

応
廟
の
修
築
を
行
う
と
と
も
に
、
春
秋
の
廟
祭
に
は
官
員
一
人
を
派

遣
し
て
い
る
。
そ
の
う
え
、
李
宏
の
子
孫
に
対
し
て
差
役
を
優
免
し

て
優
遇
し
、
香
燈
田
畝
に
も
適
用
し
て
い
る
。
協
応
廟
並
び
に
廟
祭

に
対
す
る
こ
う
し
た
特
別
な
配
慮
と
厚
遇
措
置
を
見
る
時
、
木
蘭
陂

の
宋
朝
に
お
け
る
意
義
と
、
そ
の
関
係
性
の
重
大
さ
を
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
廟
祭
に
当
た
っ
て
は
、「
主
祭
官
、
本
府

掌
印
官
為
之
、
至
日
率
僚
属
、
清
晨
盛
服
、
詣
廟
東
斉
庁
、
簽
祝
文

畢
礼
…
〉
58
〈
…
」
と
、
地
域
の
関
係
官
僚
を
主
祭
官
と
し
て
、
当
日
早
朝

に
属
僚
を
伴
っ
て
威
儀
を
正
し
て
、
廟
東
の
斉
庁
に
出
仕
し
、
儀
式

後
に
捧
帛
と
同
時
に
祝
文
を
唱
奉
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
主
祭

官
の
奉
賛
の
祝
文
は
、「
維
年
月
日
、
興
化
府
知
府
某
等
、
欽
奉
朝

命
、
致
祭
于
恵
済
侯
、
長
者
李
公
曰
　
惟
公
天
性
好
義
、
篤
於
済

人
、
念
莆
諸
水
、
悉
輸
于
海
、
平
田
万
頃
、
餘
潤
弗
漸
、
爰
罄
家

貲
、
築
陂
以
漑
、
昔
年
槁
壌
、
悉
化
良
田
、
立
我
烝
民
、
伊
誰
之

力
、
軍
国
之
費
、
亦
頼
于
茲
、
…
〉
59
〈

…
」
と
あ
る
。
そ
の
内
容
は
言
う
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ま
で
も
な
く
、
李
宏
の
木
蘭
陂
の
創
業
が
、
万
頃
の
良
田
化
を
実
現

し
、
農
民
と
同
時
に
国
家
、
興
化
軍
に
と
っ
て
も
大
き
な
経
済
的
恩

恵
を
与
え
た
も
の
と
し
て
、
そ
の
好
義
と
貢
献
を
讃
え
た
も
の
で
あ

る
。
ち
な
み
に
、
当
日
奉
呈
さ
れ
た
祭
品
は
、
豚
一
頭
、
羊
一
頭
、

帛
一
匹
、
黍
稷
稲
粱
、
酒
、
蝋
燭
、
菓
品
、
香
、
祝
紙
、
筆
、
墨
、

分
胙
紙
と
な
っ
て
い
〉
60
〈

る
。

　
以
上
、
李
宏
を
始
祖
と
す
る
李
長
者
廟
に
対
す
る
官
民
の
篤
信
行

為
を
見
て
き
た
が
、
特
に
宋
朝
の
崇
廟
政
策
が
注
目
さ
れ
、
国
家
の

尊
信
と
顕
覧
の
重
厚
さ
が
看
取
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
か
か
る
宋
朝
の
態
度
を
国
家
の
一
般
的
な
祠
廟
政
策

の
中
で
、
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
先
行
研
究

に
依
り
な
が
ら
、
そ
の
意
義
を
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
唐
宋

期
、
就
中
宋
代
の
祠
廟
に
対
す
る
廟
額
、
封
号
の
下
賜
に
つ
い
て
、

そ
の
対
象
と
性
格
、
手
続
き
な
ど
や
、
適
応
の
個
別
的
、
具
体
的
な

事
例
研
究
が
行
わ
れ
て
い
〉
61
〈

る
。
そ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
祠
廟
と
は
端
的

に
言
え
ば
、
国
家
祭
祀
や
民
間
信
仰
と
し
て
の
神
を
祀
る
宗
教
施
設

を
指
し
て
い
る
。
廟
神
に
は
自
然
神
、
人
格
神
を
含
め
多
様
な
性
格

の
も
の
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
中
に
は
、
朝
廷
か
ら
廟
額
、
封
号
が
与

え
ら
れ
、
祭
祀
が
正
式
に
認
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
一
定
の
保
護
が

加
え
ら
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
北
宋
末
の
徽
宗
帝
が
、

「
人
民
に
対
し
て
功
業
が
あ
っ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
い
ま
だ
祀
典
に

登
録
さ
れ
て
い
な
い
諸
神
に
つ
い
て
は
、
上
奏
を
行ゆ
る

す
」
と
の
詔
を

出
し
た
の
を
機
に
、
人
民
や
地
方
官
の
要
請
に
基
づ
い
て
、
朝
廷
に

上
申
し
、
そ
の
中
か
ら
一
定
の
祠
廟
に
対
し
、
賜
額
、
賜
号
が
付
与

さ
れ
た
と
い
う
。
こ
う
し
た
施
策
は
概
ね
熙
甯
年
間
以
降
に
広
く
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
目
的
は
正
祠
と
淫
祠

を
峻
別
し
、
当
該
廟
の
国
家
公
認
の
正
祠
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
、

権
威
付
け
を
図
る
た
め
と
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
一
方
で
は
そ
う
し
た
祠
廟
政
策
は
、
単
な
る
宗
教
政
策

の
一
環
と
し
た
も
の
で
な
く
、
む
し
ろ
政
治
的
な
意
図
か
ら
行
わ
れ

た
と
す
る
見
解
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
宋
朝
が
専
制
支
配
を
基
本
と

す
る
王
朝
国
家
で
あ
る
限
り
、
地
方
社
会
の
政
治
的
、
経
済
的
安
定

は
王
朝
政
治
に
と
っ
て
不
可
欠
な
課
題
で
あ
っ
た
。
須
江
氏
の
指
摘

に
よ
れ
ば
、
徽
宗
朝
下
に
お
け
る
封
号
、
廟
額
下
賜
の
突
出
し
た
増

加
や
、
そ
の
福
建
、
四
川
に
お
け
る
地
域
的
偏
重
が
見
ら
れ
る
と
い

う
。
こ
れ
は
要
す
る
に
、
宋
朝
が
自
ら
の
権
力
基
盤
の
強
化
と
安
定

の
た
め
、
祠
廟
対
策
を
通
じ
て
、
当
該
社
会
へ
の
政
治
的
関
与
を
意

図
し
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
し
て
い
〉
62
〈

る
。
ま
た
、
北
宋
の
神

宗
、
徽
宗
期
と
い
う
中
央
政
治
の
混
乱
時
に
、
こ
う
し
た
政
策
が
推

進
さ
れ
、
下
賜
の
乱
発
さ
れ
た
こ
と
に
、
宋
朝
権
力
の
限
界
が
露
呈

し
て
お
り
、
そ
の
一
因
が
中
央
権
力
に
内
在
す
る
も
の
と
す
る
点
に

注
目
し
た
い
。
こ
う
し
た
政
治
状
勢
が
、
祠
廟
と
国
家
権
力
、
あ
る

い
は
地
域
社
会
＝
地
方
有
力
層
と
国
家
権
力
と
の
関
係
性
の
強
化
を

必
要
と
し
た
の
で
あ
〉
63
〈
る
。

　
と
も
あ
れ
、
宋
朝
の
祠
廟
政
策
に
お
け
る
廟
額
、
封
号
の
下
賜
の

基
準
と
し
た
の
は
、
基
本
的
に
廟
神
が
王
朝
の
統
治
理
念
に
合
致
し
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て
い
る
か
否
か
に
あ
っ
た
こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
、
具
体
的
に
は

「
水
・
旱
・
兵
・
疫
」
と
い
う
経
済
的
、
政
治
的
、
社
会
的
に
民
衆

や
国
家
に
と
っ
て
の
重
要
現
象
に
対
す
る
顕
著
な
霊
験
の
有
無
に

あ
っ
た
。
こ
の
視
点
か
ら
見
て
、
莆
田
地
域
に
画
期
的
な
農
業
生
産

力
を
生
成
し
た
木
蘭
陂
の
創
設
者
李
宏
を
祭
神
と
す
る
協
応
廟
の
存

在
と
、
そ
の
価
値
は
、
宋
朝
に
と
っ
て
地
方
神
と
は
い
え
、
最
高
の

位
置
づ
け
に
値
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
以
上
の
よ
う
な

事
情
か
ら
考
え
て
、
上
述
し
た
協
応
廟
に
対
す
る
宋
朝
の
処
遇
は
首

肯
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　
上
節
に
お
い
て
、
木
蘭
陂
の
管
理
機
構
と
木
蘭
陂
の
創
設
者
を
祭

神
と
す
る
協
応
廟
に
対
す
る
権
力
の
関
与
と
対
応
を
具
体
的
に
検
討

し
て
き
た
。
そ
こ
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
当
時
の
政
治
的
、

経
済
的
状
況
の
な
か
で
、
木
蘭
陂
の
実
現
し
た
貢
献
は
、
莆
田
地
域

や
興
化
軍
に
対
す
る
寄
与
に
止
ま
ら
ず
、
宋
朝
に
と
っ
て
も
、
そ
の

政
策
的
効
果
の
実
現
と
し
て
、
重
要
な
保
護
と
支
援
の
対
象
で
あ
っ

た
。
特
に
民
間
の
自
主
的
管
理
機
構
と
し
て
発
足
し
な
が
ら
も
、
内

部
的
弊
害
に
よ
る
管
理
機
能
の
低
下
と
危
機
は
、
公
権
に
と
っ
て
無

視
で
き
ず
、
官
の
規
制
を
通
じ
て
そ
の
安
定
に
関
与
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
。
一
方
、
地
方
勢
力
も
公
権
を
受
容
し
、
そ
れ
を
擬
装
化
す

る
と
同
時
に
公
権
力
側
も
ま
た
、
地
元
の
陂
司
を
主
体
と
す
る
有
力

地
主
層
の
地
方
支
配
の
安
定
を
保
障
す
る
役
割
を
果
た
す
こ
と
に

な
っ
た
。
こ
う
し
た
関
係
の
中
に
、
公
私
の
結
合
性
が
認
め
ら
れ
る

の
で
あ
り
、
か
か
る
両
者
の
関
係
は
、
協
応
廟
の
祭
祀
を
通
じ
て
も

同
様
で
あ
る
こ
と
は
、
先
に
見
た
通
り
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
宋
代
に
お
け
る
木
蘭
陂
の
管
理
機
構
の
性
格
と
特

徴
は
、
元
代
以
降
の
水
利
組
織
と
し
て
の
地
域
的
拡
大
と
と
も
に
内

部
的
矛
盾
が
発
生
し
、
明
清
以
降
に
お
い
て
は
、
組
織
的
性
格
も
一

定
の
変
容
を
辿
る
こ
と
に
な
っ
〉
64
〈

た
。
そ
の
詳
細
な
具
体
的
検
討
は

別
〉
65
〈

稿
に
譲
る
こ
と
に
す
る
が
、
簡
言
す
れ
ば
、
相
対
的
な
公
権
力
の

低
下
に
よ
っ
て
宋
代
に
お
い
て
は
、
多
く
の
個
々
の
村
落
を
包
括

的
、
統
一
的
に
支
配
し
て
い
た
管
理
組
織
が
分
散
し
、
個
々
の
村
落

の
役
割
が
浮
上
し
て
、
陂
司
、
陂
田
の
消
滅
と
と
も
に
、
郷
紳
層
、

農
民
を
主
体
と
す
る
い
わ
ゆ
る
地
域
の
水
利
社
会
集
団
へ
と
、
変
容

す
る
に
至
る
の
で
あ
〉
66
〈
る
。
し
か
し
、
元
明
清
に
お
い
て
も
地
方
公
権

の
関
与
は
消
滅
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
後
も
地
方
官
に
よ
る
木

蘭
陂
並
び
に
協
応
廟
に
対
す
る
一
定
の
寄
与
は
続
け
ら
れ
て
い
〉
67
〈
る
。

こ
れ
は
宋
代
に
お
け
る
木
蘭
陂
、
協
応
廟
に
対
す
る
価
値
意
識
の
伝

統
的
な
歴
史
的
継
承
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
な
お
、
最
後
に
付
言
し
て
お
き
た
い
の
は
、
近
年
日
本
、
中
国
、

台
湾
の
水
利
史
研
究
者
の
共
通
課
題
と
な
っ
て
い
る
水
利
組
織
の
理

論
的
な
性
格
規
〉
68
〈
定
に
つ
い
て
、
本
稿
で
は
木
蘭
陂
に
つ
い
て
の
そ
の

判
断
を
留
保
し
、
明
清
の
考
察
後
に
委
ね
る
こ
と
に
し
た
い
。
こ
れ

と
密
接
に
関
連
す
る
問
題
と
し
て
、
農
田
水
利
事
業
に
お
け
る
国
家
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と
社
会
の
関
係
に
つ
い
て
、
最
近
興
味
あ
る
研
究
が
発
表
さ
れ
て

い
〉
69
〈

る
。
全
体
に
つ
い
て
述
べ
る
余
裕
が
な
い
の
で
、
本
論
と
関
連
す

る
一
端
を
紹
介
す
る
と
、
官
府
の
名
に
お
い
て
頒
行
さ
れ
る
多
く
の

水
利
章
程
は
、
実
際
に
は
官
府
の
手
か
ら
出
さ
れ
た
も
の
で
は
な

く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
水
利
組
織
の
集
衆
の
公
議
を
経
た
も
の
に
つ
い

て
、
官
府
の
認
可
を
求
め
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
官
府
の
認
可
に

よ
っ
て
、
合
法
性
と
権
威
性
を
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
し
て

い
〉
70
〈

る
。
か
か
る
理
解
の
普
遍
的
な
妥
当
性
の
是
非
に
つ
い
て
は
、
先

の
水
利
組
織
の
性
格
規
定
と
直
接
関
連
す
る
の
で
、
十
分
な
検
討

は
、
別
稿
に
俟
つ
こ
と
に
し
、
本
稿
は
あ
く
ま
で
も
一
つ
の
実
証
的

な
事
例
研
究
と
し
て
の
検
討
材
料
に
止
め
て
お
き
た
い
。

注〈
1
〉 

汪
家
倫
・
張
芳
編
著
『
中
国
農
田
水
利
史
』（
農
業
出
版
社
、

一
九
九
〇
年
）
第
五
章
第
二
節
、
第
六
章
第
五
節
、
第
七
章
第
二
節

参
照
。
武
漢
水
利
電
力
学
院
『
中
国
水
利
史
稿
』編
写
組
『
中
国
水

利
史
稿
』中
冊
（
水
利
電
力
出
版
社
、一
九
八
六
年
）一
一
四－
一
二

九
頁
参
照
。
福
建
省
水
利
史
志
辦
「
莆
田
木
蘭
陂
」（『
福
建
水
利
史

志
資
料
』第
四
期
、一
九
八
五
年
六
月
）
参
照
。
こ
れ
ら
の
中
国
に
お

け
る
木
蘭
陂
の
研
究
は
、
主
に
歴
史
的
な
技
術
工
程
の
発
展
に
重
点

が
置
か
れ
て
お
り
、
管
理
機
構
に
つ
い
て
の
言
及
は
見
ら
れ
な
い
。

〈
2
〉 

拙
稿
「
福
建
省
に
お
け
る
水
利
共
同
体
に
つ
い
て
」（『
歴
史
学

研
究
』
第
二
六
一
号
、
一
九
六
二
年
）。

〈
3
〉 

好
並
隆
司
「
農
業
水
利
に
お
け
る
公
権
力
と
農
民
│
│
陂
田
の

解
釈
に
つ
い
て
」（『
歴
史
学
研
究
』
第
二
七
一
号
、
一
九
六
二
年
）。

〈
4
〉 

前
田
勝
太
郎
「
明
代
中
期
以
降
の
福
建
に
お
け
る
水
利
機
構
の

変
貌
に
つ
い
て
」（『
東
方
学
』
第
三
二
輯
、
一
九
六
六
年
）。

〈
5
〉 

注〈
1
〉『
中
国
農
田
水
利
史
』
四
〇
八－

四
一
二
頁
並
び
に
注

〈
4
〉前
田
論
文
。

〈
6
〉 

日
比
野
丈
夫
「
唐
宋
時
代
に
於
け
る
福
建
の
開
発
」（『
東
洋
史

研
究
』
第
四
巻
第
三
号
、
一
九
三
九
年
）。
北
山
康
夫
「
唐
宋
時
代

に
お
け
る
福
建
省
の
開
発
に
関
す
る
一
考
察
」（『
史
林
』
第
二
四
巻

第
三
号
、
一
九
三
九
年
七
月
）。

〈
7
〉 

右
記
、
北
山
論
文
。

〈
8
〉 

『
莆
田
水
利
志
』
巻
六
、
公
牘
。

〈
9
〉 

『
莆
田
水
利
志
』
巻
五
、
祀
祠
。

〈
10
〉 

『
木
蘭
陂
集
』
巻
一
、
旧
序
。

〈
11
〉 

『
莆
田
水
利
志
』
巻
五
、
章
奏
。

〈
12
〉 

『
木
蘭
陂
集
』
巻
六
、
国
朝
重
修
木
蘭
陂
記
。

〈
13
〉 

『
莆
陽
水
利
志
』
巻
八
、
伝
記
。

〈
14
〉 

『
木
蘭
陂
集
』
巻
一
、
旧
序
。
注〈
1
〉『
中
国
水
利
史
稿
』
中

冊
、
一
一
四－

一
二
一
頁
に
お
い
て
、
全
国
に
お
け
る
農
田
水
利
の

成
果
が
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

〈
15
〉 

右
記
、『
中
国
水
利
史
稿
』
中
冊
、
一
二
六－

一
二
七
頁
。

〈
16
〉 
『
木
蘭
陂
集
』
巻
一
、
辯
宗
奏
疏
。

〈
17
〉 
『
莆
田
水
利
志
』
巻
七
、
伝
記
に
よ
れ
ば
「
李
宏
、
有
唐
裔

也
、
其
先
有
因
安
史
之
乱
、
避
地
来
閩
者
、
卜
居
候
官
福
星
坊
、
雄

於
財
、
宏
有
大
志
嘗
欲
傾
家
貲
、
以
済
世
」
と
あ
る
。
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〈
18
〉 

同
右
に
「
今
日
乃
傾
家
、
得
緡
銭
数
百
万
、
原
注
宋
志
云
李
率

銭
七
万
余
緡
」
と
あ
る
。

〈
19
〉 
同
右
「
至
熙
甯
年
間
、
天
子
詔
興
水
利
、
臣
祖
李
宏
兄
弟
、
自

候
官
県
、
応
詔
入
莆
、
與
異
僧
馮
智
日
、
相
定
址
木
蘭
山
下
、
傾
家

貲
七
万
緡
余
、
率
衆
疊
石
成
陂
、
三
十
二
閘
、
上
障
永
春
徳
化
仙
遊

三
県
渓
流
、
下
裁
海
潮
、
就
鹵
地
、
大
溝
七
条
、
小
溝
無
数
、
以
分

受
之
、
設
抵
海
斗
門
四
所
、
木
石
涵
二
十
九
所
、
以
蓄
泄
之
、
由
是

天
不
能
旱
水
、
不
能
澇
、
灌
漑
莆
洋
上
中
下
段
、
田
上
万
有
余
頃
、

民
食
軍
儲
、
頼
以
充
足
」。
な
お
、
木
蘭
陂
の
規
模
や
構
造
な
ど
の

工
学
的
内
容
に
つ
い
て
は
、
注〈
1
〉『
中
国
農
田
水
利
史
』
三
七
三

－

三
七
六
頁
に
詳
し
い
。

〈
20
〉 

『
木
蘭
陂
集
』
巻
一
、
水
利
地
図
。

〈
21
〉 

『
木
蘭
陂
集
』
巻
一
、
辯
宗
奏
疏
。

〈
22
〉 

『
木
蘭
陂
集
』
巻
三
、
陂
田
総
数
。

〈
23
〉 

『
莆
田
水
利
志
』
巻
五
、
祀
祠
、
附
陂
田
。

〈
24
〉 

『
木
蘭
陂
集
』
巻
三
、
陂
司
人
役
姓
名
。

〈
25
〉 

『
莆
田
水
利
志
』
巻
五
、
祀
祠
。

〈
26
〉 

『
莆
田
水
利
志
』
巻
八
、
木
蘭
陂
記
。

〈
27
〉 

『
木
蘭
陂
集
』
巻
三
、
陂
司
人
役
姓
名
。

〈
28
〉 

『
木
蘭
陂
集
』巻
三
、
陂
田
総
数
。「
長
者
撥
捨
塘
田
租
穀
総
数
」。

〈
29
〉 

『
木
蘭
陂
集
』
巻
三
、陂
司
人
役
姓
名
。

〈
30
〉 

『
木
蘭
陂
集
』
巻
三
、
陂
田
総
数
。「
官
撥
香
燈
酬
労
租
穀
総
数
」。

〈
31
〉 

同
右
。

〈
32
〉 

『
木
蘭
陂
集
』
巻
三
、
歴
代
官
司
有
功
陂
廟
爵
名
、
宋
詹
時
升
。

〈
33
〉 

『
莆
田
水
利
志
』
巻
五
、
陂
田
、
宋
宣
和
元
年
知
軍
詹
時
升
陂

司
規
例
。『
木
蘭
陂
集
』
巻
四
、
累
朝
規
例
、
宋
、
陂
司
規
例
。

〈
34
〉 

『
木
蘭
陂
集
』
巻
四
、
木
蘭
陂
司
規
例
。

〈
35
〉 

同
右
。

〈
36
〉 

『
木
蘭
陂
集
』
巻
四
、
木
蘭
陂
司
規
例
。

〈
37
〉 

『
木
蘭
陂
集
』
巻
四
、
木
蘭
陂
司
規
例
。『
莆
田
水
利
志
』
巻

五
、
宋
紹
興
二
一
年
県
丞
陳
彌
作
申
明
戸
部
陂
司
規
例
。

〈
38
〉 

『
木
蘭
陂
集
』
巻
四
、
木
蘭
陂
司
規
例
。
宋
紹
興
二
一
年
県
丞

陳
彌
作
申
明
戸
部
頒
行
、
一
乞
革
去
化
寄
荘
充
役
之
弊
、
貼
説
。

〈
39
〉 

『
木
蘭
陂
集
』
巻
四
、
宋
木
蘭
陂
司
規
例
。

〈
40
〉 

同
右
。

〈
41
〉 

同
右
。『
莆
田
水
利
志
』
巻
五
、
宋
紹
興
二
一
年
県
丞
陳
彌
作

申
明
戸
部
陂
司
規
例
。
定
例
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
前
者
に

詳
し
い
。

〈
42
〉 

『
木
蘭
陂
集
』
巻
三
、
陂
司
人
役
姓
名
。「
陂
正
一
人
、
陂
副
一

人
」。

〈
43
〉 

『
木
蘭
陂
集
』
巻
四
、
木
蘭
陂
正
副
定
例
陂
籍
。

〈
44
〉 

同
右
。

〈
45
〉 

好
並
隆
司
「
農
業
水
利
に
お
け
る
公
権
力
と
農
民
│
│
陂
田
の

解
釈
に
つ
い
て
」（『
歴
史
学
研
究
』
第
二
七
一
号
、
一
九
六
二
年
）。

〈
46
〉 

『
莆
田
水
利
志
』
巻
七
、
伝
記
。

〈
47
〉 

『
莆
田
水
利
志
』
巻
七
、
伝
記
。

〈
48
〉 
『
木
蘭
陂
集
』
巻
四
、
木
蘭
陂
司
規
例
。
高
宗
紹
興
二
一
年
県

丞
陳
彌
作
申
明
戸
部
頒
行
、
一
乞
革
非
汎
須
之
弊
。

〈
49
〉 
『
木
蘭
陂
集
』
巻
一
、長
者
影
像
、「
長
者
諱
宏
、
福
州
候
官
人
、

生
宋
慶
歴
二
年
壬
午
三
月
十
七
日
、応
詔
創
木
蘭
陂
、元
豊
六
年
癸
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亥
五
月
二
十
五
日
卒
、四
十
二
歳
、葬
興
福
里
、東
山
澳
頭
石
巌
下
」。

〈
50
〉 
『
木
蘭
陂
集
』
巻
一
、
請
祀
奏
疏
。

〈
51
〉 
『
木
蘭
陂
集
』
巻
一
、
建
修
遷
移
始
末
。

〈
52
〉 
『
莆
田
水
利
志
』
巻
七
、
木
蘭
陂
記
。

〈
53
〉 

『
木
蘭
陂
集
』
巻
三
、
陂
田
総
数
。

〈
54
〉 

『
木
蘭
陂
集
』
巻
一
、
辯
宗
奏
疏
。

〈
55
〉 

同
右
。

〈
56
〉 

同
右
。

〈
57
〉 

『
木
蘭
陂
集
』
巻
一
、
請
祀
奏
疏
。

〈
58
〉 

『
木
蘭
陂
集
』
巻
二
、
行
礼
儀
式
。

〈
59
〉 

『
木
蘭
陂
集
』
巻
二
、
祝
文
。

〈
60
〉 

『
木
蘭
陂
集
』
巻
一
、
祭
品
。

〈
61
〉 

例
え
ば
須
江
隆
「
唐
宋
期
に
お
け
る
祠
廟
の
廟
額
、
封
号
の
下

賜
に
つ
い
て
」（「『
中
国
』
│
│
社
会
と
文
化
」
第
九
号
、
一
九
九

四
年
）、
松
本
浩
一
「
宋
代
の
賜
額
・
賜
号
に
つ
い
て
│
│
主
と
し

て
『
宋
会
要
輯
稿
』
に
み
え
る
史
料
か
ら
」（
昭
和
六
十
年
度
科
研

報
告
書
『
中
国
史
に
お
け
る
中
央
政
治
と
地
方
社
会
』
研
究
代
表
者

野
口
鉄
郎
、
一
九
八
六
年
）、
須
江
隆
「
福
建
莆
田
の
方
氏
と
祥
応

廟
」（
宋
代
史
研
究
会
研
究
報
告
『
宋
代
社
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』）。

小
林
義
廣
「
宋
代
福
建
莆
田
の
方
氏
一
族
に
つ
い
て
」（
中
国
中
世

史
研
究
会
『
中
国
中
世
史
研
究
』
続
編
、
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、

一
九
九
五
年
）
な
ど
参
照
。

〈
62
〉 

須
江
氏
は
、「
当
時
そ
う
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
政
治
的
、
社

会
的
な
状
況
を
、
下
賜
の
契
機
と
な
る
霊
験
の
分
析
か
ら
洗
い
だ
す

こ
と
、
或
い
は
下
賜
の
件
数
が
極
め
て
集
中
し
て
い
る
地
域
を
と
り

あ
げ
て
、
そ
の
地
域
の
も
つ
特
徴
や
、
宋
朝
に
と
っ
て
の
意
義
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
宋
朝
権
力
の
本
質
を
解
明
す
る
こ
と
に
連
る

は
ず
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
の
は
、
示
唆
に
富
ん
で
い
る
（
同

「
唐
宋
朝
に
お
け
る
祠
廟
の
廟
額
・
封
号
の
下
賜
に
つ
い
て
」）。

〈
63
〉 

注〈
61
〉須
江
論
文
「
福
建
莆
田
の
方
氏
と
祥
応
廟
」
を
参
照
。

〈
64
〉 

前
田
勝
太
郎
「
明
代
中
期
以
降
の
福
建
に
お
け
る
水
利
機
構
の

変
貌
に
つ
い
て
」（『
東
方
学
』
第
三
二
輯
、
一
九
六
六
年
）。

〈
65
〉 

拙
稿
「
明
清
時
代
に
お
け
る
木
蘭
陂
の
管
理
機
構
の
変
容
に
つ

い
て
」
を
発
表
予
定
。

〈
66
〉 

『
莆
田
水
利
志
』
巻
七
、
伝
記
、「
重
修
木
蘭
陂
記
」（
彭
鵬
）

な
ど
。

〈
67
〉 

『
木
蘭
陂
集
』
巻
三
、「
歴
代
官
司
有
功
陂
廟
爵
名
」、
宋
、

元
、
明
、
清
。
魯
西
奇
・
林
昌
丈
著
『
漢
中
三
堰
│
│
明
清
時
期
漢

中
地
区
的
堰
渠
水
利
与
社
会
変
遷
』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
一
年
）

所
収
、「
伝
統
中
国
農
田
水
利
領
域
的
“
国
家
”
与
“
社
会
”」
一
六

五－

一
六
七
頁
の
表
13
、
木
蘭
陂
の
欄
参
照
。

〈
68
〉 

拙
稿
「
中
国
と
台
湾
に
お
け
る
水
利
史
研
究
の
近
況
と
新
動

向
」（『
黄
富
三
教
授
栄
退
曁
第
二
回
台
灣
商
業
伝
統
国
際
学
術
研
討

会
議
資
料
』
収
録
。
二
〇
一
〇
年
九
月
二
三
日
〜
二
五
日
、
中
央
研

究
院
台
湾
史
研
究
所
）、
参
照
。

〈
69
〉 

注〈
67
〉論
文
「
伝
統
中
国
農
田
水
利
領
域
的
“
国
家
”
与
“
社

会
”」
参
照
。

〈
70
〉 
同
右
、
一
七
九
頁
。


